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【学校教育目標】

夢や目標をもち,共 にみがき高め合う子どもの育成 【校訓】まことの子・ちからの子・のぞみの子

【目指す子ども像】

(知)互 いの考えに学び合う子 ども (徳)心 と心がひびき合 う子 ども (体)心 と体をきた え合 う子 ども

【本校の主な教育課題】

確かな学力の面から

○論理的な思考 ○伝え合う方法の習得
○学ぶ喜びや楽しさの実感

豊かな心の面から

○人間関係(他者意識)○ 自己の発揮の仕方
○多様な体験

健やかな体の面から

○基礎体力 ○生活習慣 ○健康・安全

【確かな学力,豊 かな心,健 やかな体を調和的にはぐくむカリキュラム】
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学校のライフスタイルの見直し

道徳教育の充実

伝統や文化に関する教育の充実

理数教育の充実

外国語教育の充実

言語活動の充実

体験活動の充実

ライフ

スタイル

知

徳

体 活用する場を意識し,二 学期
制の特長を踏まえた題材配列

算数的事象への関心を高め,
発展的に考えるための朝の活動
「算数タイム」の設定

自分や友達の数学的な見方 ・考え
方のよさに気付いたり,活 用したり

する場の設定
見通しをもち筋道立てて考えたり,
表現 したりする場の意識化

道徳

伝統
文化

理数

外国語

数や図形の面白さや美しさに気

付く学習内容の設定

学習内容の構造化
他の教育活動との関連を図った指導

「問い」が連続 ・発展 し表現

力を高め,活 用する力を発揮さ
せる算数的活動の設定

体験
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I 研究の目的

11 研究の背景
2 1世紀は知識基盤社会と言われ，知識 ・技能をどれだけ身に付けたかということだけでは

なく，身に付けた知識 ・技能で新しいものを創り出せる力が求められている。また，国際化に

より，様々な文化をもっ人々が共生する社会となった。その中では自分や自分が育った文化の

独自性を意識し，それを異なる文化背景をもっ人に伝えていくこと，また，異質なものを相互

に受け入れていく寛容性が求められている。

本校では昨年度，学習指導要領の改訂に伴い，学校教育目標「夢や目標をもち，共にみがき

高め合う子どもの育成」を設定した。また，算数科でも「算数的活動の充実や表現力の育成，

活用することの重視」等の改訂の基本方針から「概念形成を踏まえた内容の構造イ七」を図るこ

と I子どもの『問し叫が連続 ・発展する算数的活動」を設定することが大切であると考え，

実践を行った。その結果，教師自身が子どもの何気ないつぶやきなどの表現に対して，学習内

容との関連性に気付き，学習に広がりや深まりをもたせられたなどの成果があった。しかし，

その一方で，一人一人の表現力や活用する力が，学び合いの中で十分に発揮され，新しい知識

・技能，見方 ・考え方を共に創り出そうとする態度が養われたかということには課題が残った。

12 研究の方向 ! 
今年度は時代の要請やこれまでの研究を踏まえるとともに，学校教育目標の具現化を図る上

で算数科が担う「目指す子ども像」を設定し，そこに迫るカリキュラムを創造する必要がある。

そこで，学校教育目標と算数科との関連を次のようにとらえた。

算数科には，これまでの数量や図形と異なる問題場面に出会っても，既習の知識 ・技能や見

方 ・考え方を活用すれば解決できる，系統性の強い教科としての特性がある。そこで，子ども

自ら活用する力を発揮し，課題を解決できるならば，そのことが達成感や算数を学ぶ価値の実

感につながるとともに，学ぶ意欲を高め，学び続ける態度を身に付けることになると考える。

つまり，子どもに活用する力を培うことは，よりよい自分に近づこうと自ら努力する「夢や目

標をもっ姿」につながるととらえた。

また，学習の中で表出する，何気ないつぶやきも含めた子どもの考えには，価値付けるべき

よさがある。そのよさを全体で共有する中で，友達に認めてもらえたり，新しいことに気付い

たりしながら何かを創り出せたことは， 一つの感動体験となる。そして，その体験の積み重ね

によって，自分も周りによい影響を与えたいと思うようになるとともに，よりよい自分を目指

し，互いに協力しながら高め合おうとする態度が身に付くのである。つまり，友達との学び合

いの中で互いの見方 ・考え方のよさから既習内容との関連性に気付き，算数についての新たな

知識 ・技能や見方 ・考え方を創り出すことを大切にすることで，子どもたちは知識 ・技能を習

得し，見方 ・考え方を高めることはもちろん，学ぶ価値を実感しながら自ら創り出す楽しさを

味わうのである。ひいては自ら学び続ける態度を身に付けることにもなると考える。したがっ

て，算数についての新しい知識 ・技能や見方 ・考え方を共に創り出し，その楽しさを味わう子

どもを育成することは 「共にみがき高め合う子どもを育成するJことにつながるととらえた。

以上のことから，研究主題及び副題を次のように設定し，研究を進めることにした。

算数を共に創り出す楽しさを味わう子どもの育成

~表現力を高め，活用する力を培う算数料カリキュラムの創造~
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E 研究内容

11 算数を共に創り出す楽しさを味わう子どもとは
算数を共に創り出す楽しさを味わう子どもを次のようにとらえた。

出会った算数的事象から「問しリをもち これまで身に付けた知識 ・技能，見方 ・考え

方を駆使しながら粘り強く考え，その結果，生み出された自分の考えが伝わるように表現

を工夫したり ，友達の見方 ・考え方のよさに気付いたりしながら，新たな知識 ・技能や見

方 ・考え方を創り出そうとし続ける子ども。

「問し'Jをもつことは算数的活動の原動力となる。その 「問しリに対して，粘り 強く主体的

に取り組む子どもは，基礎的 ・基本的な知識 ・技能や見方 ・考え方を駆使して考えれば解決で

きることを経験しており，そのことで得られる達成感や学ぶ価値を感得している子どもである。

また，自分の考えが伝わるように表現を工夫したり，友達の見方 ・考え方のよさに気付くこ

とができる子どもは基礎的 ・基本的な知識 ・技能を身に付けているとともに，学習内容の本質

をとらえることができ，見方 ・考え方や算数的表現能力の高まった子どもと言える。

さらに，新たな知識 ・技能，見方 ・

考え方を創り出そうとし続ける子ども

は，共に考えを伝え合う中で，新たな

知識 ・技能を習得し，見方 ・考え方を

高める ことができる楽しさや， 学んだ

ことを他に適用できる楽しさ，発展的

に考えることで新たな「問しリを見出

す楽しさなど，共に創り出す楽しさを

味わっている子どもであると言える。

そして，自ら学ぶ態度を身に付けた子

どもであると言える。

したがって，図lのような子どもを

育成することは，算数科において培い

たい三つの力をバランスよく身に付け

るだけでなく，学校教育目標の具現化

につながるとともに，知識基盤社会や

多文化共生社会の中で，たくましく生

き抜く力，つまり「生きる力」を育成 【図 1 算数を共に創り出す楽しさを味わう子ども】

することになると考える。

12 表現力を高め，活用する力を培う算数科カリキュラムの創造の基本的な考え方 i 
「算数を共に創り 出す楽しさを味わう子どもJを育成するためには，自分の考えを作ったり，

分かりやすく伝えたりする中で表現力を高め，学習課題や友達の表現から既習の知識 ・技能や

見方 ・考え方をつなげたり，つかったり，さらにはひろげたりする力，つまり，活用する力が

重要であると考える。

そこで 1で明らかにした目指す子ども像に迫るために，r表現力を高め，活用する力を培
う算数科カ リキュラムJを創造していくことにした。

算数を共に創り出す楽しさを味わう子ども
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算数科における表現力とは，言葉や数，式，図，表，グラフなどを用いて，自分の考えを表

したり，説明したりする能力のことである。そして，表現する際，既習の知識 ・技能や見方 ・

考え方が根拠となる。例えば 5年生題材「図形の角」で四角形の内角の和を求める際，四角

形を既習の図形(三角形)に分割すれば「既習の図形(三角形)の和」を使って説明できる。

そして，この方法は多角形の角の数が増えても内角の和を説明する際の根拠となる。したがっ

て，子どもの表現力を引き出すためには，教師自身が表出されるべき知識 ・技能や見方 ・考え

方について題材内や題材間で構造化しておく必要がある。 ~;<プ/\ 11 ~ 11 r:-づ¥
l ¥、¥ 11 /、 if¥11/ ~臥 \

また r表現力を高める」とは，これまで身に付けた見 11 ¥入11/ 白 ¥11メ/へ、久
方 ・ 考え方を整理して作り出された考えの上に，新たな I~1 80 x 2 111 80 x 3ー18011180X4-360

l曾薬 11 三角形が3つ分。 11 三角形が4つ分.

見方 ・考え方が加わり， それらを改めて整理し直して表 巨角形が2つ分011いらない180・をひく011いらない360・をひく。
したり，説明したりできるようになることである。そし

I( 箇でも式でも言葉でも 一一一一一一一一一一一一

て「表現力を高める」ためには，互いの考えを交流する 112設五廷で引 a殿、 同22三笠宮J
11角陪白内角に色をつける L....，x..; .;"でJ だ.前の学習を使うと四

際， 言葉，数，式，図，表， グラフなどから一つの表現 |お兵22fmY2這ζ¥FZ22色の吋めら

方法だけで説明させるのではなく，複数を関連付けながら読みとらせたり，説明させたりして

言語活動を充実させることが大切である。なぜなら，そのことで考えが整理されるとともに，

新たな知識 ・技能や見方 ・考え方がとらえやすくなると考えるからである。

「活用する力」とは， ~算数の学習や日常生活の具体的な場面において，見出した問題を解

決するために，これまで身に付けた知識や技能，数学的な見方 ・考え方を駆使しながら適した

ものを用いることができる力』ととらえている。そして「活用する力を培う」ためには，既習

の知識 ・技能，見方 ・考え方とつなげたり，それをつかったり，さらにはひろげたりすること

ができる場を設定する必要がある。そこで，そのような場を活用する場として，次の三つの場

に具体化した。まず 「つなげるJ場とは「既習内容と同じ仕組みであることに気付いたり，ば

らばらに見える中から共通点を見付け，同じものとととらえたりすることができるj場のこと

である。次に「っかえる」場とは 「学習したことを使って新しい問題を解決したり，新しい方

法を創り出したりすることができる」場のことである。そして「ひろげる」場とは「一つの問

題を解決して終わりとするのではなく， ~もし~だったら』というように数範囲を拡張したり，

図形を変えたりしながら，新たな問題を見出すことができる」場のことである。

これらは，算数の学習の中で設定されるべきものであるが， 二学期制の特長を生かしながら

他教科，総合的な学習の時間， 日常生活との関連も図ることで，活用する価値を実感するとと

もに，自ら活用しようとする態度が養われると考える。

ただし，教師が活用する場を設定したとしても，それが子どもにとって活用したくなる場と

ならなければ，活用されたとは言えない。子どもが，本当に活用したくなるためには rなる
ほどJr便利だJrおもしろしリと思えるような既習経験，つまり新しい知識 ・技能，見方 ・
考え方を試行錯誤しながら自分たちで創り出していくような体験(算数的)活動が必要となる。

以上のことから r表現力を高め，活用する力を培うカリキュラム創造」の視点を次のよう
に整理した。

O 内容の構造化

O 活用する場を意識し， 二学期制の特長を踏まえた題材配列

O 言語，体験活動の充実を図る算数的活動の設定

O 他の教育活動との関連
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13 表現力を高め，活用する力を培う算数科カリキュラムの全体構想 l 
「表現力を高め，活用する力を培う算数科カリキュラム」の全体構想を図 2のように考えた。

算
数
掲
示
板

内容の構造化

他教科等

朝
の
活
動

「
算
数
タ
イ
ム
」

算数科年間指導計画

活用する力を培う算数科カリキュラムの全体構想】

内容の構造化

算数科の学習においては，学習指導要領解説(算数編)にある内容を，昨年度の研究

の重点である「概念形成過程を踏まえた内容の構造化」を基に，題材内や題材聞の知識

・技能や見方 ・考え方についての関連も踏まえ，表 1のように構造化した。

なお，見方 ・考え方の関連を考える際は，本校で大切にしている数学的な見方・考え方

の内容に関する考え方に照らし合わせて考えることにした。その主なものとして，単位

の考え，関数の考え，対応の考え，集合の考え，式の考えなどがある。

表現力を高め，【図2
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第5学年内容の構造化】【表 1

分数
・同値分数
.大小

・商分数
-分数と小数，
整数との関係

盛一
回目ーーー 見方・考え方の関連

分数の乗法と除法
・(x整数 整数)

分数の加法と減法
・異分母分数の加減

第4学年内容十一一ー置 ー一一一寸一 一一-ー一一一一一一一一一一・一一一一一寸 一一-..- 一一ー十一一一一一一一一一一一一司一一一一『一一一一一
数と計算 | 数舟関係 | 量と測定

知識 ・技能の関連
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このように内容を構造化したことで，各題材の位置とねらいがとらえやすくなるととも

に，題材配列や各題材における活用する力の想定，算数的活動の設定の際にも反映させる

ことができると考える。

(2) 活用する場を意識し，二学期制の特長を踏まえた題材配列

系統性の強し1算数科において，題材を配列する際に大切なことは，必要な知識 ・技能や

見方・考え方をどのよ うに活用させるか，その活用する場を意識することである。

そこで，次のことに留意することで活用する力が培われると考える。

留意点① 子どもの「問しリを連続 ・発展しやすくするために，題材のねらいを達成する

上で必要な知識 ・技能や見方 ・考え方をとらえ，関連の強い題材を連続して置く 。

また，本校では昨年度から二学期制を導入している。その特長である次の 2点に着目し

題材配列を考えることにした。

(・ 学期の途中に長期休業を挟む。 ・授業時数にゆとりが生まれる。)

この特長を生かすために，次のことにも留意して題材配列を行う。

留意点② 自ら学ぶ意欲や自ら学ぶ態度を養うために，長期休業前にこれまでの知識 ・

技能や見方・考え方を活用して問題を解決でき，数，量，図形などを発展させ

ることができる題材を設定する。

留意点③ 知識 ・技能を確実に習得させるために，習得に時間を要する題材は関連の強い

次の題材との聞を空け，他の題材の学習をする中で家庭学習等との関連を図る。

留意点④ 時数は留意点①，②を踏まえ，弾力的に扱う。

(3) 言語，体験活動の充実を図る算数的活動の設定

設定した算数的活動が，これまで身に付けた知識・技能や見方・考え方を駆使しながら，

自分の考えを工夫して表現したり，必要な情報を自ら読みとったりしたくなる内容である

ならば，発見的 ・創造的な学習となり，子どもに感動を生む。そして，そのこと自体が達

成感や学ぶ価値を実感した一つの体験活動として，その後の学習においても考えを生み出

したり，考えをつないだりする基になると考える。つまり Iあのときの00さんの考え

を使うと」などと共通の体験活動を基に言語活動が行われることから，説明する側にと っ

ても，聞く側にとっても知識 ・技能や見方 ・考え方が習得または活用しやすいものとなる。

したがって，算数的活動を設定する際には昨年度の研究の重点である「問いj が連続 ・

発展することを基に言語活動や体験活動の充実を図ることで，表現力が高まり，活用する

力が発揮されやすくなると考える。

(4) 他の教育活動との関連

他教科等や総合的な学習の時間においても活用を意識することで，算数科における知識

・技能や見方・考え方の習得がスパイラルに図られ，活用する力も培われると考える。

また，朝の活動 「算数タイム」や算数掲示板を算数への関心を高めるだけでなく，そ

の後の算数の学習との関連も意識した意図的，計画的な内容にすることで，子どもたち

にと って，算数が日常生活の中でも触れられるものになる。

このようにして，算数の学習と他の教育活動との関連を図ることは，算数の有用性を

実感させるとともに，知識 ・技能の習得や思考力 ・表現力の育成，学習意欲の喚起にも

つながり，より確かな学力を身に付けることになると考える。
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(4 表現力を高め，活用する力を培う算数科カリキュラムの具体化
(1) 題材配列の具体化
【表2 改訂前の第5学年年問題材配夢IJ】 学習指導要領改訂前(表 2)と後(表 3)

四 五 ーノ、 七 J¥ 九 十

L、
題 霊

ろ 夏 図
忽 割

数
数
直
し、 季 数 図 育長 季 dtbコh 

と
の
と
ろ 休 の 形 の 分 休 円

と

材 整
か
平
な 業 わ の 面

数 業 ク‘

数
lナ

~T 
四 角

積
フ

算 角 算 フ
形

4コァ ※↑色の付…題問動した
または婦人された題材↓

とでは内容が学年間で移動したり，新し

く加わったりした。時数とともに内容も

増えたが知識 ・技能の詰め込みにならな

いようにしなければならない。そこで，

3で述べたように内容を構造化し， P 53 

の二学期制の特長と活用する場を意識し

た題材配列の留意点を踏まえたとき，下

のような配列が適当であると考えた。
【表3 改訂後の第5学年年問題材配列】

四 五 司JA、- 七 /¥ 九 十
十 + 十 十 十 + 十

四 五 ーノ、 七

~単J ぱJ 〈ウ 分 分 エ
数 数

---，-. 

題 位 夏
倍

秋
図 図

の の 主主
角
割

量 数 数 比 体 季 分 季 た か 季 図 正 .6. 

数 数 形 育長 柱
口

当 の の 休 休 し lナ 休 育長 多 と

材
と た か わ 業

と
業
の の

算 算 業 の 角
円 と

グ
整 り 約 4ロ』 面 円

数 の
lナ OlJ 積

数
数

同 積
と と 角 育芸

柱
フ

大 算 算 ひ わ フ

き き

さ 算 算
1....-・圃 一

ア 「単位量当たりの大きさ」を「小数のかけ算Jや 「小数のわり算」の前に位置付けるこ

とで乗数や除数を小数に拡張して考える際の根拠として表現しやすくなる。(留意点①)

イ 二学期制により生み出された授業時数を夏季休業前の授業に充てることができる。ここ

では長期休業前に位置付けた「体積Jの発展的な学習例として工作用紙等で 1001cm'等，

指定された体積の立体を作る活動が考えられる。その後，長期休業中に取り組みたい課題

を各自に見出させ実行への意欲付けを行い休業後に相互評価を行う。(留意点③，④)

ウ 「分数」と 「分数のたし算とひき算」との聞を空け，通分や約分，商分数の習得を確実

に行えるようにする。(留意点②)

エ 「図形の角」の学習を通して，内角の和を図形の角の数を増やして考えようとするその

先に「正多角形Jを位置付け，正多角形と内接，または外接する円との関係から円周への

学習につなげるために「円Jまでの 3題材を連続して配列した。(留意点①)

(2) 発揮される活用する力の想定と算数的活動の設定の具体化

各題材の中で発揮される活用する力を想定し，そのために必要な算数的活動を設定する

ために，以下の手順で具体化した。

① 本題材において形成すべき概念及びその形成過程を確かめる。

② 本題材のねらい及び本題材と関連のある既習内容と発展内容を確かめる。

③ 題材聞における知識 ・技能や見方 ・考え方の関連を確かめる。

④ 発揮される活用する力を想定し，算数的活動を設定する。

ここで示す第 2学年題材「かけ算 (2)Jは数と計算領域である ことから，まず数概念

の形成過程を確かめ，次に，ねらいや関連のある題材間の知識 ・技能や見方 ・考え方等を

踏まえ内容を構造化した。その結果，活用する力と算数的活動を図 3のように具体化した。
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Oの段の九九を見ると，前

に学習した.の段のときのよ

うに，答えの並び方にきまり

があるよ。このきまりを使え

ば，九九を忘れても，思い出

せるね。

構成した九九を観

察し，九九のきまり

を見付ける活動

設定した算数的活動の例

問題場面を言葉

絵，式で表す活動

想定した活用する力の例

問題を絵にすると， 0個ずつ

のまとまりになっているから，

Oの段のかけ算がつくれるよ。

答えにOをたせば，次の答えが--分かるね。

※ 

ぐ乗法に関する題材

‘ 2年「かけ算(4)J 

.九九表の仕組み

・乗法のきまり

-乗法の交換法則

2年「かけ算(3)J

. 6~9と 1の段の乗法九九

の構成

・乗法の性質

・乗法を見付ける

2年 Iかけ算(2)J 

. 2~5の段の乗法九九の構成

.乗法の性質

・乗法を見付ける

2年「かけ算(l)J

.乗法の意味

・式に表す

-同数累加で求める

における具体化】

言語活動での

表現例】

( 2 ) J 

言語，体験活動の充実を図る算数的活動の具体化

ここでは，図 3で設定した算数的活動 「構成した九九を観察し，

九九のきまりを見付ける活動」の実践例で述べる。

まず，構成した 2の段の九九カードを順序よく縦に並べて提示し，

「気が付いたことはなし1かな。」と尋ねた。しばらく観察し 「答え

が2ずつ増えている oJ Iかけられる数はどのカードも 2で同じだ。」

「かける数は 1ずつ増えている。Jというつぶやきが聞かれた。そ

の際， Iどの 2のこと?J Iどことどこを見たら増えてるの?Jな

どと問い返し，言葉とカードの数字とを対応させながらとらえさせ，

線で結ばせたり， 0で固ませたりした。そうして「かける数が 1増

えると，答えは 2増える。」ことが納得された。次に Iあっ，分

かった。」と言って，カードに書かれた答えと答えを図 4のように

線でつなぎ始めた。その表現を全体で共有したことをきっかけに「分

かった。」 の声があちこちから聞かれた。どの和も 20になること

に気付いたのである。その発見により，どの九九の構成をする際に

も，同様の見方をし I和は被乗数の 10倍の数になる」ことまで

発見することができた。

このように既習の知識 ・技能，見方 ・考え方を踏まえ，活用する

力をどのような活動を通して発揮させるかを考えることで，子ども

たちの言語活動の充実を図ることができる。さらに，その言語活動では言葉だけでなく図

や式を組み合わせて話し合わせることで，表現力が高まると同時に理解が深まるのである。

ロUFO
 

(2 x 2= 41 

l2 x 3= 61 
|2 x 4= 81 

|2x5=10120 

|2X6=121 

[2X7=141 

|2X8=161 

2 x 9= 18 

2x1= 

【図4

第 2学年題材「かけ算【図3

(3) 
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(4) 他の教育活動との関連の具体化

第5学年の内容 と他 の教育活動と の関連を具体化すると， 以下のよ うになる。

他教科等との関連の例

[総合的な学習の時間など探究場面】 [総合的な学習の時間など探究場面】

測定した記録の比較等 割合のグラフの読みとりや表現

一方の量が増えたときのもう一方の量の見通し 【理科，家庭科】 【社会科1
一方の量が増えた 人口や面積，自

{理科，家庭科，体育科] ときのもう一方の量 給率など割合のグ

測定した記録の比較等 の見通し ラフの読みとり

A 小 A 
一斗 「寸

J 
i 

四 五
ム

七 八 九 十
ート 十 ト 十 卜

ノ、
五 ー」 七四 ノ、

単 分 分
位 数 数

題 量 夏
倍

秋
図 図

の の 長ζ
角
害1)

数 当 数 数 比 体 季
数
分 季

形 形
た か 季 図 正 柱

メ口〉、

た の の 休 休 し '1 休 形 多 と
キオ
と
り カミ わ 業

と
業
の の

算 算 業 の 角
円 と

グ
整 約 i口k 面 円

数
の lナ り 例 積

数
数

同 積
と と 角 形

柱
フ

大 算 算 ひ わ フ
き き り
さ 算 算

‘ 4・ ‘ 

------ p、
ー

v 

算数タイムの年間計画[年間3回]

ねらい :自分で考える (試行錯誤する) ことや考えを友達と交流することを大切 に しな

がら，算数的事象への関心を高め，発展的に考える態度を培う。

第 1回 第 2回 第 3回

「表計算」 「数の石垣」
「十字魔方陣」
「十字魔方陣」から数の合成 ・

表計算の仕組みの面白さに気 「数の石垣」から数の並びのき
分解の多様性に気付かせたり，数

付かせたり，数についての関心 まりに気付かせたり，数について
についての関心を高めたりしなが

を高めたりしながら，数につい の関心を高めたりしながら，数に
ら，数についての感覚を豊かにす

ての感覚を豊かにする。 ついての感覚を豊かにする。
る。

算数掲示板の年間計画[年間通して]

ねらい:数量や図形の事象を発達の段階や操作性を考慮、して掲示することで，考える楽

しさや算数のよさを味わわせ ると ともに，数，量，図形の感覚を豊かにする。

1-4月 5-7月 8-12月

図形 数 量
低学年 「パターンブロックでもようを作 「おはじきなどを使って魔方陣な 「長さの計器を用意して，予想し
る。」 どを作る。J たり実測したりする。」

量
図形

数
中学年 「はかりを置き，グラム別の砂袋

「タングラムで万5を{乍る。 」
「算数ロジックで，文章問題を考

で'lkgを作る。」 える。」

数 量
図形高学年 「決められた答えとなるような式 「身の回りの物の面積を予想した
「タングラムで万三を{乍る。」を作る。」 り実測したりする。」

ー

ph
u
 

Fh
u
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E 研究の実際

11 実践の立場
一題材における算数を共に創り出す楽しさを味わう子どもの姿を想定し， その姿に迫るため

の題材の位置付け，学習内容や指導方法について次の視点に基づいて検証する。

(1) 実践の視点

ア 内容の構造化による活用する力の想定

イ 言語，体験活動の充実を図る算数的活動の設定

(2) 実践の評価とその方法

ア 内容を構造化 したことで想定した活用する力は，題材のねらいを達成する上で適切な

ものであったか。

イ 想定した活用する力が発揮されるよう設定した言語活動・ 体験活動の充実を図る算数

的活動は適切であったか。

ウ 子どもは算数を共に創り出す楽しさを味わうことができたか。

これらは学習中，子どもの様子を観察したり発表を聞いたり，学習後に観点を明確にし

て感想を書かせることで見取ってし1く。

|2 算数科第 6学年 年間指導計画

平成 22年度算数科第6学年 年間指導計画
他教科等との関連

ペ総合的な学習の時間] ペ体育科] [家庭科，理科] 【社会科】 【図画工作科]

集めた資料の散らばりの チーム編成 調味料や薬剤を入 地図から実際 図形を使って

整理 対戦表づくり れる割合 の距離の測定 デザイン
¥ 勝率の記録・比較 ¥ ¥ 

¥ 
A 

一 四 五
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七 八 1L 十
ト 十 ート

一
ノ、

問 五

な
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Iド 数 数
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f音

や
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と
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と
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積
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の
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と 例 I事
約 な み わ わ名

積 の 式 I国 縮 位
数 立 メo::t入 り り

も 大
体 オコ 算 算 宥i 図

り き
せ ( ( 

さ
方

1 2 
) ) 

数日|算 数 数 一一今 数 数 数
事責
盆と測定 量 長主三且主 量 量

域
図形 図 図

関 関 関 関 一一一今 関

単{立 O O O O O O O O O 
内 集合 O O O O 
対応 O O O O O 

モ"‘ヨ一r‘ 関数 O O O O 
式 O O O O 
帰納的 O O 
演鰐的 O 
方 類推的 O O O O 
発展的 O 

j去 統合的 O O O 
一般化

抽象化 O O O O O O 
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下記の

合同の学習のときのよ

うに，辺の長さや角の大

きさに気を付けると，み

んなが同じように仲間分

けができるよ。

において，「拡大図と縮図j

{3 第 6学年題材「拡大図と縮図」における実践結果と考察

(1) 内容の構造化による活用する力の想定
これまで学習してきた平面図形のまとめとなるこの
ように内容を構造化し，活用する力を想定した。

(平面図形に関する題材)

中学2年【内容】相似

-相似な図形

・三角形の相似条件

.相似の応用

算-10

の
と
一
と

辺
る
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す
す
@
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え
理
一
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に
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つ
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ら
表
一
な
一
よ

ぱ

'.
に
一
る

ら
が
比
一
か

ぱ
さ
じ
一
わ

長
同
一
が

抽

象

化

の

考

え

方

関

数

の

考

え

対

応

の

考

え

川
川
川
川
川
川
阿
川
川
川
川
川
川
川
口
H
H

集

合

の

考

え

6年【内容】拡大図と縮図

(対称な図形は来年度から)

・拡大図，縮図の概念，性質

・拡大図，縮図のかき方

・縮図の利用

※設定した算数的活動

三角形の

仲間分けを

する活動

問題場面

を図や表，

言葉で表す

活動

5年【内容】合同な図形

.合同の概念

・合同の三角形，四角形のかき方

・多角形の内角の和

言語活動・体験活動を図る算数的活動の設定
(1)で想定した活用した力を発揮させるために，導入では合同な図形の学習と関連させ
てとらえやすい「仲間分けJする活動を設定する。扱う図形の中に合同な図形を二組入れ，
拡大図と縮図を合同な図形と比較させることで，辺の長さなどに着目しやすいようにする。
第三時では，拡大図と縮図の作図をする前に合同な図形を作図させる。そうすることで，
辺の長さや角の大きさに着目しやすくなると考える。また I合同な図形の学習ときの0
0君の『辺辺方式』を使うと同じようにできた。Jなどの達成感や学ぶ価値を実感させな
がら知識 ・技能，数学的な見方 ・考え方の習得を確実なものにしていきたいと考える。
(3) 結果

(2) 

[内容]

O 拡大図，縮図の意味を
理解する。

O 対応する辺の長さや角
の大きさを調べ，性質を理

解する。 11 どうしゼ迫る長さや角10)云きさに討を汁けて!
(拡大図，縮図の概念，性質)11， r仲間分けJすればいいのかな?

a園田L 11' _ ---

一"ー 一一一$屯主1 ( 辺の長さや角の大きさで分けるとみ
| 同Jなが納得する分け方になるから。

日ー ¥ つな1-
ー ーて圃ごてててーー

;そうだね。みんな同じように分けたね。でも，これらは本当 : 
;に「同じ形」といえるのかな?

心当生|
構造

[学習課題]同じ形をみつけよう。

今まで， r仲間分け」となると辺や角や
頂点に気を付けて見てきたよ。同じように
できるんじゃないかな。(集合の考え)

のび

第
一
時

Fる場

-R・6 ・U
“‘"  IL_/  

確かに言われてみるとそうだな。合同な図形は辺の長さが同じで、ぴったり重なるから糠拠が言え
るけど，これは角度だけ同じだし・ ・・。

口。
広
U



算ー11

辺の長さには何か秘密があ
りそうだ。
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辺と辺を比べる必要があるぞ。形を同じ向きにすると，

!どうして表にし ら<l'( 't 
lてみようと思った ¥長手/

tの? ; ，~・第

時

確かに表に整理すると辺の長さの「比」がそれ
れ等しくなっている!

! さすがだね。「合同Jの学習でしたように，表にすると，辺の長さや角の大きさの関係がよく分かるね。;
i今日の学習で学んだことは，どんなことかな?また，次にしてみたいことは何かな?
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ひろげる場
怠
山

品
川{子数んキC

ノ
《
、
。た
たつ片
山
川

か
ら
》

わ
か
連

が
れ
聞

と
こ
の

こ

。と

、、，-回目
u
q

l
v
ナト

R
H

し
つ
時

等
思
の

が
と
習
い

比
い
学
た

の
d

」
ム
弘
ベ

さ
す
的
調

長
で
合
と

の
の
総
つ

辺
た
《
も

ヲ
令
者
』

。
芥」

す
て
た
か

応
え
じ
い

対
見
感
な

と
が
と
が

さ
の
い
図

き
も
よ
縮

大
い
ば
や

の
な
れ
図

角
え
す
大

る
見
理
拡

す

'整
に

応
と
に
り

対
る
表
周

]
す
は
の

想
に
き
身

感
表
と
は

F
L

ヲ
匂
市
仇

【学習課題】色板の中から拡大図や縮図を見付けよう。

【感想】拡大図や縮図の調べ方カ清かった。今度は拡大因究嚇図を実際にかけるようになりたい。

第
二
時

【学習課題】三角形の拡大図や縮図をかこう。

~ 
私は，合同な図形をかいた時のように，2つの辺の長さとその聞の角の大
きさを測ってかく「辺角方式」でかけると思うよ。

;どうして合同な図形を思い出したのかな?

ああ，そうか。じゃあ，他
にも00さんがかし、た「辺辺
方式J r角角方式」でもかけ
るんじゃないかな?

だって，拡大図は角の大き
さは変えずに，辺の長さが変
わっているだけでしょ。

つなげる場

~<<O: じゃあー
ぼくは「辺辺方式」がかきやすいな。だって，角の大きさは考えず
に，辺の長さを変えるだけで簡単にかけるからね。

っかえる
:主ス|

第
三
時

均一

[内容]

O 三角形の拡

大図，縮図の

かき方を理解

する。

(拡大図，縮

図のかき方)

[感想】拡大図や縮図は合同な図形と同じように「角角方式J r辺辺方式J r角辺方
式」でかくことができるね。しかも，拡大図や縮図は辺の長さの比を変えたらいくつも
かける。それが拡大図や縮図のよさだと思う。

Q
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(4) 考察

内容を構造化したことにより，数学的な見方 ・考え方のよさを教師が確認する発問を通

して，さらに子どもたちの平面図形における大切な数学的な見方 ・考え方をつなげること

ができた。それは，導入で「そうか。合同でやったように」や r同じ比になってる!J 
などという声が上がってきたことからも伺える。そしてこれは，分類 ・整理してと らえて

いこうとする集合の考えや 比較し見出したきまりを使って解決していく関数の考えが更

に深まった子どもたちの姿であり，既習の数学的な見方 ・考え方を活用することで，新し

い知識を創り出した姿だといえる。

これまでの図形領域で行ってきた仲間分けを本題材の導入として位置付けた。その結果，

子どもたちは辺の長さや角の大きさに着目し，容易に仲間分けをした。しかし，次なる「問

しリが生まれた。それは r形は同じだが，辺の長さがちがう。これは，同じ形といって
し¥V ¥か。」である。そこで，実測したり合同での学習を生かして説明したりする活動の中

で，子どもたちは想定した集合の考えや，対応の考えなどの数学的な見方 ・考え方を発揮

して，根拠を述べることができた。

その後，本題材のまとめとして，算数新聞を作成する活動

を設定した。その中では，右のように拡大図と縮図で分かつ

たことをデザインに生かそうとする内容が見られた。

このように，本実践を通して，合同の学習や比の学習をつ

なげて， 子どもたちに縮図，拡大図の意味や性質について身

に付けさせることができた。また，その過程で既習経験をつ

かって図形の理解を深めていくことができた。そして，終末

では，学習した算数をひろげていく 姿があった。これらの姿

から想定した活用する力がその後の活動に生かされたことが

分かる。子ども自ら学んだことをつなげて・っかつて ・ひろ

げていく ，まさに算数を共に創り出す姿ではなし1かと考える。

N 研究の成果と課題

11 研究の成果 l 
O 時代の要請やこれまでの研究，学校教育目標の具現化を踏まえ，算数科が目指す子ども

像を設定することができ，それは知識 ・技能や見方 ・考え方，関心・意欲・態度をバランス

よく身に付けていくことにつながることが分かつた。

O 算数科カリキュラム創造の基本的な考え方や全体構想を明らかにし 具体化することが

できた。また，そのことで， 目指す子ども像に迫ることができることが分かつた。

12 研究の課題 l 
O 全ての学年・題材において，内容の構造化から発揮される活用する力を想定し，算数を

共に創り出す楽しさを味わう子どもの姿を設定する必要がある。

O 算数科カ リキュラム創造の基本的な考え方を基に，各学年の各題材における学習指導の

在り方についての基本的な考え方の構築とその具体化を図る必要がある。
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